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練
で
は
、
企
業
・団
体
か
ら
ご
希
望
の
多
い
講

座
に
つ
い
て
日
程
を
設
定
し
て
開
催
す
る
メ

ニ
ュ
ー
型
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
と
、
ご

希
望
に
応
じ
て
企
画
す
る
オ
ー
ダ
ー
型
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
」。

特
に
高
度
な
熟
練
技
能
者
が
講
師
と
な
っ

て
、
中
堅
や
若
手
の
技
術
・
技
能
者
に
熟
練

の
技
術
・
技
能
を
伝
授
す
る『
か
な
が
わ
も

の
づ
く
り
継
承
塾
』が
あ
る
。

「
卓
越
技
能
者
や
現
代
の
名
工
に
講
師
を

お
願
い
し
て
い
る
の
で
、
個
々
の
企
業
や
事

業
主
の
努
力
の
み
で
は
難
し
い
熟
練
の
技

術
、技
能
の
習
得
が
可
能
に
な
り
ま
す
」（
井

上
課
長
）

教
育
訓
練
の
特
長
と
技
術
校
を
支
え
る
組
織
、

取
得
で
き
る
資
格

西
部
校
に
は「
神
奈
川
西
部
職
業
能
力

開
発
推
進
協
議
会
」
と
い
う
強
力
な
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
組
織
が
あ
る
。
事
業
所
相
互
間
の
連

携
を
図
る
と
と
も
に
、
企
業
内
訓
練
及
び
公

共
職
業
訓
練
の
推
進
を
図
り
、
職
業
能
力
開

発
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
会
員
は
令
和
元
年
５
月
31
日
現
在
で

３
６
２
社
。「
本
校
と
連
携
し
て
研
修
会
・

見
学
会
や
会
員
交
流
会
の
実
施
、
そ
し
て
就

職
説
明
会
の
開
催
に
よ
る
会
員
企
業
の
求
人

活
動
に
対
す
る
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま

す
」（
藤
井
孝
一
建
築
技
術
課
長
）

ま
た
、
西
部
校
で
は
積
極
的
に
キ
ャ
リ
ア

教
育
支
援
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
本
校
で
は
、
中
学
生
向
け
の
キ
ャ
リ
ア

教
育
支
援
と
し
て
、『
も
の
づ
く
り
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
』
と
名
づ
け
た
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ

て
お
り
、現
在
13
職
種
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

学
年
や
ク
ラ
ス
単
位
で
受
け
入
れ
て
お
り
、

も
の
づ
く
り
の
大
切
さ
・
楽
し
さ
を
中
学
生

の
段
階
か
ら
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
」（
藤
井
課
長
）。

西
部
校
で
取
得
で
き
る
資
格
は
、
普
通
課

程
の
訓
練
は
修
了（
技
能
照
査
試
験
合
格
）

に
よ
り
技
能
士
補
が
与
え
ら
れ
、
い
く
つ
か

の
コ
ー
ス
で
２
級
技
能
検
定
試
験
の
学
科
試

験
が
免
除
と
な
る
な
ど
、
15
コ
ー
ス
ご
と
に

様
々
な
資
格
取
得
が
可
能
と
な
る
。

訓
練
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
私
は
、
友
人
か
ら
西
部
校
の
こ
と
を
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
も
と
も
と
工
作
が
好

き
で
、
自
分
で
棚
な
ど
を
作
っ
た
り
し
て
い

ま
し
た
が
、
こ
こ
で
は
教
科
書
だ
け
で
な
く

先
生
の
実
体
験
を
交
え
た
授
業
で
実
践
的
に

学
べ
ま
す
。
基
礎
知
識
か
ら
工
具
や
木
工
機

械
の
取
り
扱
い
、
木
工
塗
装
な
ど
幅
広
い
技

能
と
知
識
が
身
に
つ
く
と
思
い
ま
す
。
最
初

は
つ
い
て
い
け
る
か
不
安
で
し
た
が
、
先
生

の
丁
寧
な
指
導
の
お
か
げ
で
学
ん
で
い
く
自

信
が
つ
き
ま
し
た
。
同
期
の
仲
間
達
と
切
磋

琢
磨
し
、
自
分
が
成
長
し
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
て
い
ま
す
」（
木
材
加
工
コ
ー
ス
訓
練
生
）

西
部
校
の
使
命

木
下
校
長
は
、「
本
校
は
ま
だ
ま
だ
知
名

度・認
知
度
が
高
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。現
在
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発
信
は
も
ち
ろ

ん
、
本
校
の
訓
練
を
修
了
し
て
就
職
し
た
方

の
声
を
載
せ
た『
夢
か
な
っ
テ
ク
通
信
』
を

発
信
し
て
お
り
、
そ
れ
を
読
ん
だ
方
の
入
校

希
望
も
増
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
教
育
訓
練

を
充
実
さ
せ
、
世
の
中
に
優
れ
た
技
能
者
を

送
り
出
す
と
い
う
使
命
を
果
た
し
て
い
こ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。
優
れ
た
技
能
者
を
目
指

し
て
い
る
方
は
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や

体
験
入
校
を
積
極
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
本
校
に
ご
来
校
い
た
だ
き
私
た
ち

の
校
舎
、
設
備
と
教
育･

訓
練
風
景
を
ご
覧

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
本
校
は
必
ず
ご
期
待

に
応
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
」と
語
ら
れ
た
。

平
成
25
年
４
月
に
開
校

神
奈
川
県
立
の
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設

は
、
大
規
模
総
合
型
の
東
部
総
合
職
業
技
術

校（
本
誌
２
０
１
８
年
№
１
掲
載
）
と
西
部
総
合
職

業
技
術
校（
以
下
西
部
校
）
お
よ
び
産
業
技

術
短
期
大
学
校（
２
０
１
１
年
春
季
号
掲
載
）、
神

奈
川
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校（
２
０
１
２
年

春
季
号
掲
載
）の
４
校
体
制
で
あ
る
。

西
部
校
は
以
前
あ
っ
た
県
立
職
業
技
術
校

が
統
合
さ
れ
て
平
成
25
年
４
月
に
開
校
。
小

田
急
線
秦
野
駅
徒
歩
15
分
、
秦
野
市
役
所
に

隣
接
し
た
広
大
な
県
立
高
校
跡
地
に
あ
り
、

富
士
山
が
望
め
る
好
立
地
の
環
境
で
あ
る
。

西
部
校
の
理
念

「
本
校
で
は
、『「
手
に
、
職
。」
が
未
来
を

変
え
る
。』
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
３
分
野

15
コ
ー
ス
で
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
」（
木

下
公
太
郎
校
長
）。
西
部
校
で
は
、
工
業
技

術
、
建
築
技
術
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
各
分
野

の
訓
練
15
コ
ー
ス
す
べ
て
を
１
校
で
実
施
し

て
い
る
。
そ

れ
は
、
広
大

な
敷
地
と
訓

練
に
必
要
な

最
新
の
設
備

を
備
え
て
い

る
か
ら
こ
そ

可
能
と
な
っ

て
い
る
。

ま
た
、
在

職
者
訓
練
に

も
力
を
入
れ

て
お
り
、
工

業
技
術
・
継

承
課
長
の
井

上
秀
夫
氏
は

「
在
職
者
訓

連載

神奈川県立西部総合職業技術校
（ か な テ ク カ レ ッ ジ 西 部）

幅広いコースを擁する
国内屈指の充実した職業訓練施設

職 業 能 力 開 発 の 現 場 か ら

設置・運営●神奈川県
所 在 地●神奈川県秦野市桜町２－１－３
訓練課 程●

◦工業技術分野
・ 普通課程：精密加工エンジニア、機械CADシステム、電気、

ICTエンジニア、自動車整備
・ 短期課程：チャレンジプロダクト、セレクトプロダクト、

溶接・板金
◦建築技術分野
・普通課程：室内設計施工、木材加工
・ 短期課程：建築CAD、庭園エクステリア施工、ビルメン

テナンス
◦社会サービス分野
・短期課程：ケアワーカー、介護調理

訓練期間●
◦普通課程　基本1年、自動車整備は2年
◦ 短期課程　基本6 ヶ月、チャレンジプロダクト・セレクト

プロダクトは1年


